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公立中学校運動部活動の
地域移行

 「多様な」部活動地域移行を考える
日本大学文理学部教授 末冨　芳

　

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
は
素
晴
ら
し

い
、
し
か
し
現
在
の
公
立
中
学
校
の
運
動

部
活
動
の
あ
り
よ
う
は
異
常
で
あ
る
。

　

私
は
教
育
政
策
、
こ
ど
も
政
策
を
専
門

と
し
、
教
員
不
足
解
消
の
た
め
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
に
も
取
り
組
む
研
究

者
で
も
あ
る
。
内
閣
府
子
供
の
貧
困
対
策

に
関
す
る
有
識
者
会
議
委
員
と
し
て
、
貧

困
状
況
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、
部
活

動
、
と
く
に
家
計
負
担
の
大
き
い
運
動
部

活
動
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
問
題

視
も
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
現
在
の
公
立
中
学
校
に
お
け

る
運
動
部
活
動
は
、
教
員
に
と
っ
て
持
続

可
能
で
は
な
く
、
中
学
生
に
対
し
て
も
強

制
加
入
や
高
校
入
試
の
調
査
書
シ
ス
テ
ム

等
に
よ
る
抑
圧
・
支
配
の
装
置
と
も
な
っ

て
お
り
課
題
が
大
き
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
庁
「
運
動
部
活
動
の
地
域
移

行
に
関
す
る
検
討
会
議
」（
以
下
、「
検
討

会
議
」）
に
お
い
て
は
、
教
員
の
働
き
方

や
、
子
ど
も
の
権
利
の
国
内
法
で
あ
る
こ

ど
も
基
本
法
に
も
と
づ
く
生
徒
自
身
の
権

利
実
現
を
専
門
と
す
る
研
究
者
と
し
て
、

一
貫
し
て
、
運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
の

必
要
性
を
強
く
提
言
し
て
き
た
。

　

本
稿
で
は
、
１
．
運
動
部
活
動
の
現
状

と
課
題
、
２
．
ス
ポ
ー
ツ
庁
「
提
言
」
の

ポ
イ
ン
ト
を
把
握
し
た
う
え
で
、
３
．
子

ど
も
の
主
体
性
・
選
択
肢
を
重
視
し
た「
多

様
な
」
地
域
移
行
に
つ
い
て
示
す
。

　

令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
６
月
６
日
、

ス
ポ
ー
ツ
庁
「
運
動
部
活
動
の
地
域
移
行

に
関
す
る
検
討
会
議
提
言
」（
以
下
、「
提

言
」）
が
公
表
さ
れ
た
。

　

な
ぜ
、
運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
が
必

要
な
の
か
、「
提
言
」（
ｐ
ｐ
．
４

－

７
）

に
お
い
て
は
以
下
の
事
項
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

〇�

近
年
、
特
に
持
続
可
能
性
と
い
う
面
で

厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
中
学
校
生
徒

数
の
減
少
が
加
速
化
す
る
な
ど
深
刻
な

少
子
化
が
進
行
。�

〈
生
徒
数
：
昭
和
61

年
５
８
９
万
人
→
令
和
３
年
２
９
６
万

人
に
半
減
、
出
生
数
：
令
和
２
年
84
万

人
〉

〇�

競
技
経
験
の
な
い
教
師
が
指
導
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
り
、
休
日
も
含
め
た
運

動
部
活
動
の
指
導
が
求
め
ら
れ
た
り
す

る
な
ど
、
教
師
に
と
っ
て
大
き
な
業
務

負
担
。〈
土
日
の
部
活
動
指
導
：
平
成

18
年
度
１
時
間
６
分
→
平
成
28
年
度
２

時
間
９
分
に
倍
増
〉

〇�

地
域
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
指
導
者

等
と
学
校
と
の
連
携
・
協
働
が
十
分
で

は
な
い
。

　

こ
れ
に
加
え
、
私
は
「
検
討
会
議
」
に

お
い
て
、
公
立
高
校
入
試
に
お
け
る
調
査

書
へ
の
部
活
動
記
載
欄
に
よ
り
生
徒
が
部

活
動
に
事
実
上
強
制
加
入
と
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
地
方
自
治
体
が
あ
り
、
生
徒

の
主
体
性
の
伸
長
や
自
己
決
定
権
を
侵
害

し
て
い
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
指
摘
し

た
。

　

一
方
で
、
運
動
部
活
動
は
、
中
学
生
の

心
身
の
成
長
に
と
っ
て
重
要
な
放
課
後
活

動
の
保
障
の
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
事
実
で
あ
る
。

　

内
閣
府
が
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
に
、

中
学
校
２
年
生
を
対
象
に
実
施
し
た
「
子

供
の
生
活
状
況
調
査
」（
ｐ
．
75
）
で
は
、

貧
困
世
帯
（
中
央
値
の
１
／
２
未
満
）
で

あ
っ
て
も
76
・
２
％
が
部
活
動
に
参
加
し

て
い
る
こ
と
が
把
握
さ
れ
て
い
る
（
図

１
）。

　

い
っ
ぽ
う
で
、
部
活
動
に
加
入
し
て
い

な
い
中
学
生
が
、
そ
の
理
由
を
回
答
し
た

も
の
が
図
２
で
あ
る
。「
費
用
が
か
か
る

か
ら
」「
家
の
事
情
（
家
族
の
世
話
、
家

事
な
ど
）
が
あ
る
か
ら
」
と
回
答
し
た
、

図1　等価世帯収入の水準別、部活動への参加状況（内閣府2021,p.75）
　　　https://www8.cao.go.jp/kodomonohinkon/chousa/r03/pdf/s2-2.pdf
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貧
困
当
事
者
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
思
わ

れ
る
中
学
生
も
、
そ
れ
ぞ
れ
９
・
３
％
、

４
・
０
％
い
る
。

　

現
在
の
学
校
で
の
部
活
動
や
、
地
域
移

行
に
際
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
困
難
な
状

況
に
あ
る
生
徒
た
ち
の
放
課
後
活
動
保
障

は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　

い
っ
ぽ
う
で
、
部
活
動
を
し
て
い
な
い

中
学
生
の
41
・
２
％
が
「
入
り
た
い
ク
ラ

ブ
・
部
活
動
が
な
い
か
ら
」
を
理
由
と
し

て
あ
げ
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
庁
「
提
言
」
に
示
さ
れ
た
と

お
り
、
少
子
化
の
進
行
に
よ
る
学
校
あ
た

り
の
部
活
動
数
の
減
少
は
、
子
ど
も
た
ち

が
「
入
り
た
い
部
活
動
が
な
い
」
と
い
う

状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
把
握
さ
れ

る
。

　

こ
の
よ
う
な
実
態
を
踏
ま
え
、
ス
ポ
ー

ツ
庁
「
提
言
」
で
は
、
ま
ず
運
動
部
活
動

地
域
移
行
の
「
目
指
す
姿
」
に
つ
い
て
、

以
下
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る（
ｐ
．３
）。

〇�

少
子
化
の
中
で
も
、
将
来
に
わ
た
り
我

が
国
の
子
供
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
に
継
続

し
て
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
確

保
。
こ
の
こ
と
は
、
学
校
の
働
き
方
改

革
を
推
進
し
、
学
校
教
育
の
質
も
向

上
。

〇�

ス
ポ
ー
ツ
は
、
自
発
的
な
参
画
を
通
し

て
「
楽
し
さ
」「
喜
び
」
を
感
じ
る
こ

と
に
本
質
。
自
己
実
現
、
活
力
あ
る
社

会
と
絆
の
強
い
社
会
創
り
。
部
活
動
の

意
義
の
継
承
・
発
展
、
新
し
い
価
値
の

創
出
。

〇�
地
域
の
持
続
可
能
で
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ

環
境
を
一
体
的
に
整
備
し
、
子
供
た
ち

の
多
様
な
体
験
機
会
を
確
保
（
ス
ポ
ー

ツ
団
体
等
の
組
織
化
、
指
導
者
や
施
設

の
確
保
、
複
数
種
目
等
の
活
動
も
提

供
）。

　

こ
の
「
目
指
す
姿
」
を
実
現
す
る
た
め

の
手
段
が
、
運
動
部
活
動
地
域
移
行
な
の

で
あ
る
。

　

運
動
部
活
動
と
は
、
子
ど
も
た
ち
が
理

不
尽
な
体
罰
や
暴
言
、
連
帯
責
任
と
称
す

る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
犯
罪
被
害
、
人

権
侵
害
に
遭
う
た
め
の
場
で
は
な
い
。
運

動
部
活
動
と
は
、
科
学
的
根
拠
の
な
い
危

険
な
練
習
や
し
ご
き
で
ケ
ガ
を
し
た
り
、

丸
刈
り
強
制
な
ど
で
人
間
と
し
て
当
た
り

前
の
自
由
や
尊
厳
を
奪
わ
れ
る
べ
き
場
で

も
な
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
自
身
の

権
利
の
尊
重
を
前
提
と
し
、「
自
発
的
参

画
」、「
楽
し
さ
」「
喜
び
」
を
感
じ
る
こ

と
が
、
目
指
さ
れ
る
は
ず
の
活
動
で
あ

る
。

　

活
動
を
通
じ
た
「
自
己
実
現
、
活
力
あ

る
社
会
と
絆
の
強
い
社
会
創
り
」
は
、
こ

れ
ま
で
の
部
活
動
か
ら
継
承
さ
れ
る
べ
き

意
義
で
も
あ
る
。

　

そ
の
う
え
で
ス
ポ
ー
ツ
庁
「
提
言
」
で

は
、
運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い

て
、
以
下
の
改
革
の
方
向
性
を
示
し
て
い

る
。

〇�

ま
ず
は
、
休
日
の
運
動
部
活
動
か
ら
段

階
的
に
地
域
移
行
し
て
い
く
こ
と
を
基

本
と
す
る
。

○�

目
標
時
期
：
令
和
５
年
度
の
開
始
か
ら

３
年
後
の
令
和
７
年
度
末
を
目
途
。

〇�

平
日
の
運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
は
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が

考
え
ら
れ
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
休

日
の
地
域
移
行
の
進
捗
状
況
等
を
検
証

し
、
更
な
る
改
革
を
推
進
。

〇�

地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
機
会
の
確

保
、
生
徒
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

活
動
機
会
の
充
実
等
に
も
着
実
に
取
り

組
む
。

〇�

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
と
学
校
と
の

連
携
・
協
働
の
推
進
。

※�

改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
「
選
択
肢
」

を
示
し
、「
複
数
の
道
筋
」
が
あ
る
こ

と
や
、「
多
様
な
方
法
」
が
あ
る
こ
と

を
強
く
意
識

　

ス
ポ
ー
ツ
庁
「
提
言
」
で
は
、「
改
革

を
推
進
す
る
た
め
の
「
選
択
肢
」
を
示
し
、

「
複
数
の
道
筋
」
が
あ
る
こ
と
や
、「
多
様

な
方
法
」
が
あ
る
こ
と
を
強
く
意
識
」（
ｐ
．

２
）
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
「
提
言
」（
ｐ
ｐ
．
８

－

15
）
に
は
、
運

動
部
活
動
地
域
移
行
に
つ
い
て
、
以
下
の

よ
う
な
具
体
的
な
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い

る
。

〇�

参
加
者
：
全
て
の
希
望
す
る
生
徒
を
想

定
。

〇�

実
施
主
体
：
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、

実
施
主
体
と
し
て
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
団

体
等
（
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
、
民
間
事

業
者
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
、
大
学

等
）
を
想
定
し
な
が
ら
対
応
。
学
校
関

係
の
組
織
・
団
体
（
地
域
学
校
協
働
本

部
や
保
護
者
会
等
）
も
想
定
。

〇�

活
動
内
容
：
特
定
の
運
動
種
目
に
専
念

す
る
活
動
だ
け
で
な
く
、
休
日
等
に
お

け
る
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
や
体
験
型

キ
ャ
ン
プ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
、
複
数
の
運
動
種
目
を
経
験
で
き
る

活
動
、
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
誰
も

が
参
加
で
き
る
活
動
な
ど
、
生
徒
の
状

況
に
適
し
た
機
会
を
確
保
。
適
切
な
活

動
日
数
や
活
動
時
間
と
す
る
。

〇�

活
動
場
所
：
既
存
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

施
設
や
公
共
の
運
動
施
設
の
他
、
地
域

の
中
学
校
を
は
じ
め
学
校
の
体
育
施
設

な
ど
も
積
極
的
に
活
用
。

　

部
活
動
地
域
移
行
の
前
提
と
し
て
、
い

ま
ま
で
の
学
校
で
の
部
活
動
に
関
す
る
固

定
観
念
を
、
大
人
の
側
が
取
り
払
っ
て
お

く
必
要
が
あ
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
庁
「
検
討
会
議
」
に
委
員
と

し
て
参
加
し
た
経
験
か
ら
言
う
と
、
と
く

に
中
学
校
教
員
や
中
体
連
（
全
国
中
学
校

体
育
連
盟
）
関
係
者
に
以
下
の
根
深
い
固

定
観
念
が
あ
る
こ
と
が
、
把
握
さ
れ
た
。

⑴�

年
間
を
通
じ
て
１
つ
の
競
技
に
専
念
す

る
こ
と
が
良
い
こ
と
だ
、
と
い
う
固
定

観
念

⑵�

同
年
齢
集
団
で
の
活
動
が
成
長
に
つ
な

が
る
と
い
う
固
定
観
念

図2　等価世帯収入の水準別、部活動への参加状況（内閣府2021,p.76）
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⑶�

一
人
の
指
導
者
が
、
継
続
的
に
指
導
し

た
方
が
良
い
と
い
う
固
定
観
念

　

ま
ず
１
点
目
に
つ
い
て
は
、
室
伏
広
治

ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
自
身
が
、
と
く
に
幼
少

期
か
ら
中
学
生
ま
で
の
、
ハ
イ
テ
ィ
ー
ン

以
前
の
時
期
に
、
複
数
の
競
技
を
経
験
す

る
マ
ル
チ
ス
ポ
ー
ツ
が
、
ア
ス
リ
ー
ト
育

成
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
「
検
討

会
議
」
等
を
通
じ
、
繰
り
返
し
発
信
さ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
超
少
子
化
の
進
行
す
る
日
本
に

あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
が
競
技
人
口

を
囲
い
込
む
こ
と
は
得
策
で
は
な
く
、
一

人
の
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
家
が
、
複
数
の
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
こ
そ
が
、
わ
が
国
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ

文
化
の
振
興
に
と
っ
て
重
要
な
は
ず
で
あ

る
。中
学
生
の
時
期
か
ら
、複
数
の
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
め
る
環
境
を
、
運
動
部
活
動
地

域
移
行
を
通
じ
て
、
実
現
し
て
い
く
こ
と

は
、
わ
が
国
の
よ
り
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
文

化
の
発
展
に
も
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。

ま
た
、
日
本
に
は
文
武
両
道
が
尊
ば
れ
る

伝
統
が
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
活
動
だ
け
で
な

く
、
文
化
活
動
に
つ
い
て
も
、
多
感
な
中

学
生
の
時
期
に
、
経
験
を
重
ね
る
こ
と

は
、
心
身
の
調
和
の
取
れ
た
発
達
や
、
教

育
基
本
法
の
定
め
る
「
人
格
の
完
成
」
に

照
ら
し
合
わ
せ
て
も
、
必
要
な
こ
と
と
も

と
ら
え
ら
れ
る
。

　

２
点
目
に
つ
い
て
は
、
同
年
齢
集
団
で

の
活
動
が
困
難
な
過
疎
地
域
や
人
口
減
少

地
域
の
こ
と
を
念
頭
に
置
く
と
、
成
人
も

含
め
異
年
齢
で
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

前
提
と
す
る
こ
と
が
、
中
学
生
に
と
っ
て

も
持
続
可
能
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
維
持
す

る
こ
と
に
な
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
だ
ろ

う
。

　

生
涯
学
習
や
社
会
教
育
に
お
い
て
は
、

成
人
向
け
に
「
多
様
な
」
活
動
や
そ
れ
を

支
え
る
人
材
が
す
で
に
地
域
に
存
在
し
て

お
り
、
中
学
生
も
そ
う
し
た
活
動
や
リ

ソ
ー
ス
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ
と
は
、
生

涯
学
習
や
社
会
教
育
の
理
念
に
照
ら
し
合

わ
せ
、
本
来
の
ぞ
ま
し
い
こ
と
の
は
ず
で

あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
心
身
の
発
達
上
、
同
年
齢

集
団
で
の
練
習
等
も
必
要
で
あ
り
、
競
技

団
体
に
よ
る
シ
ョ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
や
、
近

隣
自
治
体
等
で
の
合
同
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

機
会
保
障
等
は
、
工
夫
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

　

３
点
目
に
つ
い
て
は
、
私
自
身
が
も
っ

と
も
理
解
に
苦
し
む
点
で
あ
る
。
そ
も
そ

も
、
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
分
野
な
ど
で
は
、

複
数
の
指
導
者
が
指
導
す
る
体
制
が
一
般

的
で
あ
る
。
単
一
の
指
導
者
が
、
中
学
生

を
指
導
し
つ
づ
け
る
こ
と
が
子
ど
も
自
身

の
ス
ポ
ー
ツ
ス
キ
ル
の
習
熟
や
、
試
合
等

に
お
い
て
良
好
な
結
果
を
残
す
と
い
う
エ

ビ
デ
ン
ス
は
確
立
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
国
内
外
の
研
究
を
私
が
レ
ビ
ュ
ー
し

た
限
り
で
は
、
そ
の
よ
う
な
頑
健
な
エ
ビ

デ
ン
ス
は
存
在
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
が
。

　

ま
た
一
人
の
指
導
者
が
、
継
続
的
に
指

導
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
指
導
者
に
高
い

専
門
性
が
あ
る
と
し
て
も
、
閉
鎖
性
、
密

室
性
の
高
い
環
境
に
指
導
者
自
身
を
追
い

込
み
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
暴
力
暴
言
や
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
リ
ス
ク
を
高
め
て
し
ま
う

こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
前
提
を
共
有
し
た
と
き

に
、
運
動
部
活
動
は
、
多
様
な
移
行
が
あ

り
得
る
こ
と
が
、
読
者
に
は
理
解
さ
れ
る

だ
ろ
う
。
図
３
は
私
が
ま
と
め
た
、「
多

様
な
」
部
活
動
地
域
移
行
の
実
現
の
手
段

で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
学
校
外
教
育
機
会
が
民
間

部
門
に
よ
っ
て
潤
沢
に
供
給
さ
れ
て
い

る
都
市
部
で
は
、
⑴
放
課
後
活
動
バ
ウ

チ
ャ
ー
の
導
入
、
⑵
部
活
動
・
放
課
後
活

動
の
民
間
事
業
者
委
託
に
よ
っ
て
、
学
校

の
部
活
動
、
教
員
へ
の
依
存
度
を
下
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

青
木
栄
一
東
北
大
学
教
授
が
第
２
回

「
検
討
会
議
」
で
指
摘
し
て
お
ら
れ
た
が
、

日
本
の
部
活
動
は
「
民
業
圧
迫
」
の
可
能

性
が
あ
り
、
現
在
、
教
員
が
土
日
に
劣
悪

な
条
件
で
担
っ
て
い
る
部
活
動
だ
け
で
年

間
５
０
０
億
規
模
も
の
民
間
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
成
立
し
う
る
可
能
性
が
あ
る
（
青
木

２
０
２
１
，
ｐ
．20
）。

　

ま
た
、
生
徒
の
主
体
性
や
自
主
性
を
尊

重
し
た
、
放
課
後
活
動
選
択
が
可
能
に
な

る
。
生
徒
の
放
課
後
活
動
に
つ
い
て
は
我

が
国
の
法
令
上
、
保
護
者
の
監
護
権
の
範

囲
で
あ
り
、
ま
た
子
ど
も
の
権
利
の
視
点

か
ら
は
生
徒
の
自
己
決
定
権
が
尊
重
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

学
校
が
放
課
後
ま
で
を
囲
い
込
む
、
現

在
の
持
続
不
可
能
で
支
配
的
抑
圧
的
な
構

造
か
ら
、
脱
却
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て

も
、
重
要
で
あ
る
。

　

⑶
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
に

つ
い
て
は
、
人
口
減
少
地
域
で
あ
っ
て

も
、
多
世
代
型
活
動
を
前
提
と
す
る
の

で
、
中
学
生
世
代
の
活
動
も
持
続
可
能
性

が
高
ま
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、
ス
ポ
ー

ツ
庁
も
推
進
し
て
い
る
。

　

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
も
、
複
数
の

競
技
や
、
レ
ベ
ル
に
あ
わ
せ
た
ス
ポ
ー
ツ

活
動
が
可
能
で
あ
り
、
生
徒
の
選
択
肢
が

拡
大
す
る
方
策
と
言
え
る
。

　

⑷
の
部
活
指
導
員
は
現
在
、
学
校
現
場

で
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
。
と
は
い
え
、

教
員
の
関
与
が
一
切
排
除
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
く
、
た
と
え
ば
東
京
都
杉
並
区
で

は
、
競
技
の
専
門
性
の
高
い
教
員
は
、
部

活
動
を
担
当
し
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
は

指
導
員
に
部
活
動
の
指
導
を
委
ね
る
方
式

で
の
部
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

⑸
教
員
の
兼
職
兼
業
は
、
指
導
者
確
保

が
難
し
い
地
域
に
お
い
て
は
、
重
要
な
選

択
肢
と
な
る
。
た
と
え
ば
自
治
体
運
営
の

一
般
財
団
法
人
等
が
運
営
す
る
部
活
動
地

域
移
行
の
場
合
に
は
、
労
働
基
準
法
の
支

配
下
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
勤
務
時
間
管

理
が
厳
格
化
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま

た
「
提
言
」（
ｐ
．
23
）
で
は
、
勤
務
校

で
の
部
活
指
導
で
は
な
く
、「
学
校
以
外

の
主
体
で
あ
る
地
域
団
体
の
業
務
に
従
事

す
る
」
前
提
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
も

留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
「
多
様
な
」
地
域
移
行
を
支
え
る
際
に
、

行
政
に
求
め
ら
れ
る
の
は
教
育
行
政
と
ス図3　部活動地域移行の実現方策

お
わ
り
に
：

お
わ
り
に
：  

運
動
部
活
動
地
域
移
行
を
支
え
る
教
育
行
政
と

運
動
部
活
動
地
域
移
行
を
支
え
る
教
育
行
政
と

ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
連
携
、子
ど
も
の
権
利
の
視
点

ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
連
携
、子
ど
も
の
権
利
の
視
点
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ポ
ー
ツ
行
政
の
連
携
、
子
ど
も
の
権
利
の

視
点
で
あ
る
。

　

前
述
し
た
⑴
～
⑸
の
う
ち
、
い
ず
れ
の

選
択
肢
を
取
る
に
し
て
も
、
教
育
行
政
と

ス
ポ
ー
ツ
行
政
が
、
地
域
の
中
学
生
の
実

態
を
把
握
し
た
り
、
中
学
生
、
保
護
者
や

教
員
を
含
め
た
ニ
ー
ズ
を
調
査
す
る
な
ど

し
な
が
ら
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
形
で

の
、
運
動
部
活
動
地
域
移
行
が
選
択
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
残
念
な
が
ら
、
指
導
者
に
よ
る

暴
力
暴
言
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
未
だ
に
部

活
動
で
横
行
す
る
日
本
に
あ
っ
て
、
子
ど

も
の
権
利
の
視
点
は
不
可
欠
で
あ
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
庁「
提
言
」に
お
い
て
も
、「
特

に
心
身
の
発
達
の
途
上
に
あ
る
生
徒
を
指

導
す
る
者
に
は
、
練
習
が
過
度
な
負
担
と

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
生
徒

の
安
全
の
確
保
や
、�

暴
言
・�

暴
力
、
行
き

過
ぎ
た
指
導
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
行

為
の
根
絶
が
強
く
求
め
ら
れ
る
。
そ
の

際
、
生
徒
の
基
本
的
人
権
の
保
障
や
権
利

利
益
の
擁
護
の
観
点
に
も
留
意
す
る
必
要

が
あ
る
」（
ｐ
．
19
）
と
さ
れ
、「
指
導
者

の
質
の
保
障
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
資
格
の
活
用
の
み
な
ら
ず
、
部
活
指
導

員
、
外
部
指
導
者
や
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
等
の
指
導
者
も
含
め
た
地
域
で
の
実
践

的
な
研
修
や
人
材
育
成
が
求
め
ら
れ
る
。

　

朝
日
新
聞
２
０
２
３
年
３
月
19
日
報
道

に
よ
れ
ば
、「
都
道
府
県
な
ど
計
98
教
育

委
員
会
に
体
罰
防
止
研
修
の
実
施
状
況
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、『
外
部
指
導
者
』
に
参

加
義
務
の
あ
る
研
修
を
実
施
し
て
い
る
教

委
は
４
分
の
１
に
と
ど
ま
っ
た
」
と
さ
れ

て
お
り
、
自
治
体
の
対
応
の
遅
れ
が
目
立

つ
。

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
安
心
を
保
障
で
き

る
、「
多
様
な
」
部
活
動
地
域
移
行
を
支
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こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
津
市
か

ら
三
重
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
に
派

遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
素
晴
ら
し
い
機
会
を
与
え
て
い
た
だ

き
、
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
自
治
は
、
地
域
の
特
性
や
課
題
を

深
く
理
解
し
、
地
域
住
民
の
利
益
を
最
大

限
に
守
る
た
め
に
必
要
な
制
度
や
政
策
を

構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
地
方
自
治
の
研
究
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

　

現
在
、
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
と
し

ま
し
て
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
自

治
体
職
員
の
人
員
削
減
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
や
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導

入
な
ど
様
々
な
課
題
に
対
し
て
自
治
体
の

負
担
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
各
自
治
体
の
み

な
さ
ん
と
共
に
、
改
め
て
諸
課
題
達
成
に

向
け
て
取
り
組
む
機
会
を
い
た
だ
い
た
こ

と
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
一
員
と
し
て
、
諸
先
輩

方
や
各
自
治
体
の
皆
様
か
ら
様
々
な
こ
と

を
学
び
な
が
ら
、
自
ら
も
積
極
的
に
取
り

組
み
、
地
方
自
治
に
関
す
る
研
究
や
情
報

発
信
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
名
張
市

か
ら
三
重
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
に

派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
市
職
員
と
し
て
自
治
体
の
現

場
で
働
い
て
き
た
中
で
、
そ
の
時
々
の
部

署
に
お
け
る
業
務
に
対
応
す
る
こ
と
に
精

一
杯
で
、
地
方
自
治
に
お
け
る
課
題
や
問

題
に
つ
い
て
あ
ま
り
向
き
合
う
こ
と
が
で

き
て
い
な
か
っ
た
と
痛
感
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
こ
の
度
は
こ
の
よ
う
な
機
会

を
い
た
だ
け
た
こ
と
を
光
栄
に
感
じ
て
い

る
と
と
も
に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。

　

地
方
自
治
体
に
お
い
て
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
、
人
材
・
財
源
の
不
足
な
ど
の

ハ
ー
ド
ル
の
高
い
問
題
の
み
な
ら
ず
、
近

年
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
普
及
に
伴
い
、
行
政

手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
変
革
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

経
験
と
知
識
に
乏
し
い
私
が
研
究
を
進

め
て
い
く
た
め
に
、
行
政
や
企
業
活
動
、

大
学
研
究
に
つ
い
て
よ
り
多
く
学
ば
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り

ま
す
が
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
求
め
ら
れ
て

い
る
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
一
助
と
な
る
よ

う
な
研
究
が
で
き
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
当
セ
ン
タ
ー

で
の
活
動
が
、
地
方
自
治
の
現
場
の
皆
様

に
少
し
で
も
貢
献
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
と
の
思
い
を

持
っ
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

え
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
研
修
体
制

や
、
生
徒
か
ら
の
相
談
支
援
体
制
こ
そ
教

育
行
政
と
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
連
携
で
急
ぎ

実
現
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
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